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今
月
の
表
紙
は
、
今
年

の
干
支
で
あ
る
午（
馬
）を

飼
養
し
て
い
る
、
和
田
智

志
さ
ん
所
有
の『
ア
フ
ロ
デ

ィ
ー
テ
』号
で
す
。
10
歳
の

牝
馬
で
、
令
和
2
年
の
帯

広
ば
ん
え
い
競
馬『
ヒ
ロ
イ

ン
ズ
カ
ッ
プ（
B
G
1
）』で

優
勝
し
た
実
績
を
持
つ
名

馬
で
す
。

　

今
年
が
、
皆
さ
ま
に
と

っ
て
、
こ
の
馬
の
よ
う
に

力
強
く
、
さ
ら
な
る
飛
躍

の
一
年
と
な
る
こ
と
を
願

っ
て
お
り
ま
す
。

　
日
頃
よ
り
組
合
員
並
び
に
ご
家
族
の
皆
様
に
は
、「
ユ
ー

ト
ピ
ア
し
ほ
ろ
」の
取
材
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

こ
と
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
併
せ
て
、
本
年
に

つ
き
ま
し
て
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
令
和
7
年
は
、
日
本
初
の
女
性
首
相
と
な
る
高
市
内
閣

が
発
足
し
、
政
治
面
で
も
大
き
な
変
化
を
感
じ
る
一
年
と

な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
新
語
・
流
行
語
大
賞
に
は
、「
働

い
て
働
い
て
働
い
て
働
い
て
働
い
て
ま
い
り
ま
す
／
女
性

首
相
」が
選
ば
れ
話
題
と
な
り
ま
し
た
。

　
4
月
に
開
幕
し
た
大
阪
・
関
西
万
博
で
は
、
後
半
に
来

場
者
数
が
急
増
し
、
閉
幕
ま
で
の
1
8
4
日
間
で
一
般
来

場
者
数
は
2
，
5
5
7
万
人
を
超
え
、
平
成
17
年
の
愛
知

万
博
を
上
回
る
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
方
、
気
象
面
で
は
2
月
の
記
録
的
な
大
雪
や
7
月
の

北
海
道
で
も
予
想
最
高
気
温
が
40
℃
の
日（
実
際
は
未
到
達
）、

9
月
の
道
内
初
の
線
状
降
水
帯
が
発
生
し
た
ほ
か
、
11
月

に
は
爆
弾
低
気
圧
に
よ
る
暴
風
被
害
が
生
じ
る
な
ど
、“
異

常
気
象
の
常
態
化
”を
改
め
て
感
じ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
さ
て
、
令
和
8
年
の
干
支「
丙
午（
ひ
の
え
う
ま
）」は
、“
情

熱
と
行
動
力
で
未
来
を
切
り
開
く
年
”と
も
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
新
し
い
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
明
る
く
希
望
に

満
ち
た
素
晴
ら
し
い
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。�

（
H
）

篠原会長　12月の動静
12/２（火）	農協理事会（WEB）、北海道澱粉工業協会総会、

ジェネティクス北海道理事会
12/３（水）	令和８年度酪農畜産政策・価格対策に係る第１

次中央要請運動、基本農政対策委員会（東京）
12/４（木）		全中理事会、営農・くらし対策推進委員会（東京）
12/９（火）	令和８年度酪農畜産政策・価格対策に係る第２

次中央要請運動（東京）
12/15（月）	常勤役員参事会
12/16（火）	全農経営管理委員会（WEB）
12/18（木）	中央会理事会、JA カレッジ評議員・理事合同

会議、ホクレン理事会	
12/19（金）	家の光協会理事会、農協観光取締役会（東京）
12/23（火）	農協理事会（WEB）
12/25（木）	北農五連定例記者会見

じゃがいもづくしのポタージュです。
� 家族でレシピを考えました！

しほろじゃがいもまつり（令和７年９月21日道の駅ピア21しほろにて開催）

しほろポテ汁グランプリ！しほろポテ汁グランプリ！
じゃがボールポタージュじゃがボールポタージュ
応募者からのメッセージ

材料・レシピ

じゃがいも
チーズ
玉ねぎ
バター
牛乳
コンソメ
塩胡椒
ホットケーキミックス
水

①１センチ角くらいに切ったじゃがいもに火を通して、ホットケーキミックス
と混ぜて丸め、たこ焼き器で揚げ焼きにする　⇒じゃがいもボールの完成

②じゃがいも・玉ねぎを薄切りにする
③バターを鍋に入れて、玉ねぎを炒める
④玉ねぎが透き通ったら、じゃがいもを入れて炒める
⑤水・コンソメを入れて、じゃがいもが柔らかくなるまで煮る
⑥牛乳・塩胡椒を入れて、ブレンダーで滑らかにする
⑦チーズをちぎりながら入れて、弱火で温める　⇒ポタージュの完成
⑧ポタージュにじゃがいもボールを入れたら完成

JA
士
幌
町

のH
Pもチェック！

ＪＡ士
幌町と組合員がつくる情報誌
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1月・2月
合併号

2 	組合長新年挨拶
4 	会長新年挨拶
6 	農協運営協力委員長会会長新年挨拶
7 	女性部部長新年挨拶／青年部部長新年挨拶
8 	干支組合員紹介
10 	JA 北海道中央会会長年頭挨拶
11 	女性部版　フレミズ冬期研修会／
	 女性部版　お楽しみ会

12 	青年部版　JA十勝青年部大会／
	 青年部版　全道 JA青年部大会
13 	年末年始の牛乳・乳製品消費拡大／
	 ASPO初売りでよつ葉製品の特価販売を実施／
	 農業者年金のお知らせ
14 	ASPOお知らせ／今月の運勢
15 	クロスワードパズル
16 	おすすめレシピ／篠原会長の動静／編集後記
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utopiautopia

本
年
も

 

宜
し
く
お
願
い

　

 

申
し
上
げ
ま
す
。

　 

令
和
八
年
　
元
旦

農
協
運
営
協
力
委
員
会

中

士

幌

地

区

寺
町
　
雅
人

士

幌

南

地

区

鴨
川
　
正
寛

士

幌

北

地

区

赤
間
　
博
之

佐

倉

地

区

篠
原
　
泰
好

上

居

辺

地

区

佐
藤
　
幸
作

下

居

辺

地

区

石
田
　
　
誠

中

音

更

地

区

伊
賀
　
和
弘

新

田

地

区

沓
澤
　
直
也

西

上

地

区

長
谷
川
龍
太

畑
作
専
門
委
員
会

委

員

長

河
田
　
浩
美

副

委

員

長

小
林
　
直
人

委

員

篠
原

　
泰
好

〃

佐
藤

　
幸
作

〃

髙
橋

　
裕
幸

〃

山
本

　
雅
晴

〃

加
納

　
大
輝

〃

河
村

　
繁
美

〃

鈴
木

　
徹
也

〃

赤
間
　
博
幸

代
表
理
事
組
合
長

國
井

　
浩
樹

専

務

理

事

富
田

　
博
文

常

務

理

事

久
保

　
武
美

会

長

理

事

篠
原

　
末
治

理
事
総
務
委
員
長

西
部

　
真
樹

理
事
生
産
委
員
長

佐
藤

　
孝
司

理
事
業
務
委
員
長

亀
村

　
敏
雄

理

事

曽
我

　
　
透

〃

藤
井

　
淳
一

〃

長
瀬

　
岳
彦

〃

久
保
田
裕
一

〃

二
川

　
寿
幸

〃

宇
佐
見
豊
文

〃

髙
橋

　
晶
広

〃

千
葉

　
公
一

〃

棚
橋

　
伸
泰

代

表

監

事

加
藤

　
　
智

常

勤

監

事

西
田

　
康
一

監

事

岡
田

　
智
明

〃

篠
原

　
貴
幸

〃

永
井

　
武
志

新
年
の
ご
挨
拶

代
表
理
事
組
合
長
　
國　

井　

浩　

樹

士
幌
町
農
業
協
同
組
合

　

令
和
８
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん

で
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

組
合
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
女
性

部
、
青
年
部
、
ご
家
族
皆
さ
ん
が
お

揃
い
で
穏
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
に

な
ら
れ
た
事
と
拝
察
い
た
し
ま
す
。

旧
年
中
は
農
協
運
営
並
び
に
そ
れ
ぞ

れ
の
事
業
に
対
し
、
格
別
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
心
よ
り
感
謝
と
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

国
境
や
資
源
を
巡
る
紛
争
や
軋
轢

が
世
界
各
地
で
勃
発
し
て
お
り
国
内
・

外
と
も
に
不
安
定
化
し
て
い
る
社
会
・

政
治
情
勢
、
関
税
や
円
安
に
よ
る
各

種
資
源
価
格
の
高
止
ま
り
な
ど
の
経

済
情
勢
、
異
常
気
象
や
自
然
災
害
の

激
甚
化
な
ど
の
環
境
変
化
、
更
に
は

労
働
環
境
面
で
の
働
き
方
や
賃
金
引

き
上
げ
等
に
よ
る
流
通
や
コ
ス
ト
上

昇
の
課
題
な
ど
を
含
め
て
農
業
・
農

家
経
営
に
大
き
な
影
響
が
生
じ
て
い

る
一
方
で
、
社
会
問
題
化
し
た「
令

和
の
コ
メ
騒
動
」に
よ
り
食
料
安
全

保
障
の
重
要
性
が
再
認
識
さ
れ
、
特

に
生
活
物
価
の
高
騰
が
続
い
て
い
る

こ
と
か
ら
、
我
々
の
生
産
す
る
安
全

な
農
畜
産
物
を
、
安
心
し
て
購
入
い

り
、
粗
飼
料
が
牧
草
、
デ
ン
ト
コ
ー

ン
と
も
に
多
収
高
品
質
で
確
保
さ
れ

た
事
も
あ
り
、
10
月
末
現
在
計
画
対

比
1
0
7
.
3
％
と
順
調
に
推
移
し

て
お
り
ま
す
。
近
年
の
生
産
費
上
昇

を
補
う
た
め
に
数
度
に
わ
た
り
乳
価

改
定
が
実
施
さ
れ
生
産
者
所
得
は
改

善
し
て
お
り
ま
す
が
、
生
産
コ
ス
ト

の
高
止
ま
り
に
よ
り
依
然
と
し
て
厳

し
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

肉
牛
関
係
に
つ
い
て
、「
し
ほ
ろ
牛
」

は
円
安
に
よ
る
輸
入
牛
肉
の
高
騰
に

よ
り
堅
調
に
流
通
し
て
お
り
ま
す
が
、

肉
牛
経
営
は
配
合
飼
料
価
格
補
填
金

や
補
給
金
・
マ
ル
キ
ン
制
度
が
あ
る

も
の
の
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、

引
き
続
き
、
系
統
と
連
携
し
飼
養
管

理
改
善
に
よ
る
事
故
率
低
減
や
生
産

性
向
上
、
経
営
相
談
に
努
め
ま
し
た
。

販
売
面
で
は
、
特
に
昨
年
は
全
道
・

管
内
の
各
種
枝
肉
共
励
会
に
お
い
て

各
階
級
で
最
優
秀
賞
を
収
め
る
な
ど
、

「
し
ほ
ろ
牛
ブ
ラ
ン
ド
」と
し
て
地
域

団
体
商
標
や
新
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
活
用

し
な
が
ら
認
知
度
向
上
に
努
め
、
肉

牛
振
興
会
や
ホ
ク
レ
ン
系
統
と
連
携

し
な
が
ら
Ｐ
Ｒ
活
動
、
販
売
促
進
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

　

農
協
事
業
で
は
、
本
年
度
は
基
本

方
針
を「
進
化
と
承
継
」、
基
本
目
標

を「
い
つ
の
時
代
も
新
た
な
農
業
を

切
り
拓
く
」と
し
た
第
12
次
中
期
３
ヵ

年
計
画
の
最
終
年
と
な
り
５
つ
の
実

践
目
標
に
沿
っ
て
各
部
署
で
取
り
組

み
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ッ
ケ
工
場
新
棟
建
設
に
つ
き

ま
し
て
は
計
画
通
り
工
事
が
進
ん
で

お
り
、
令
和
８
年
３
月
に
施
設
完

成
、
本
格
稼
働
を
予
定
し
て
お
り
ま

た
だ
け
る
価
格
で
安
定
的
に
供
給
が

可
能
な
農
業
・
農
村
の
生
産
現
場
に

も
国
民
の
注
目
が
向
け
ら
れ
る
こ
と

と
な
り
、昨
年
４
月
に
は
新
し
い「
食
料
・

農
業
・
農
村
基
本
計
画
」が
策
定
さ
れ
、

今
年
か
ら
の
初
動
５
年
間
で
農
業
の

構
造
転
換
を
集
中
的
に
推
し
進
め
る

こ
と
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
の
町
内
農
業
は
、
春
耕
期
に

入
っ
て
か
ら
の
４
月
の
降
水
量
が
多

く
、
気
温
・
地
温
と
も
に
低
く
経
過

し
た
こ
と
か
ら
播
種
・
植
付
は
平
年

よ
り
遅
い
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

６
月
以
降
は
気
温
が
か
な
り
高
く
推

移
し
高
温
年
と
な
っ
た
過
去
２
ヵ
年

を
更
に
上
回
る
記
録
的
な
高
温
で
経

過
し
、
ま
た
生
育
期
全
体
と
し
て
は

干
ば
つ
傾
向
で
し
た
が
局
地
的
に
集

中
豪
雨
が
発
生
す
る
な
ど
地
帯
差
が

大
き
い
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

小
麦
に
つ
い
て
は
、
出
穂
期
ま
で

は
平
年
よ
り
生
育
が
遅
れ
た
も
の
の
、

高
温
干
ば
つ
の
影
響
で
登
熟
期
が
短

縮
さ
れ
細
麦
傾
向
と
な
り
ま
し
た
が
、

収
量
は
平
年
を
上
回
り
ま
し
た
。

　

馬
鈴
し
ょ
は
、
高
温
干
ば
つ
の
影

響
か
ら
小
粒
傾
向
と
な
り
、
生
育
後

す
。
ア
ス
ポ
店
は
セ
ル
フ
レ
ジ
を
導

入
し
、
購
買
優
待
カ
ー
ド
の
ア
ス
ポ

カ
ー
ド
へ
の
機
能
統
合
と
合
わ
せ
利

便
性
向
上
を
図
り
ま
し
た
。
ま
た
、

懇
談
会
資
料
に
も
記
載
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
通
り
、
現
在
、
農
協
業

務
全
般
で
広
汎
に
利
用
し
て
い
る
基

幹
系
シ
ス
テ
ム（
オ
フ
ィ
ス
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
）の
メ
ー
カ
ー
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

が
2
0
2
8
年（
令
和
10
年
度
）に
終

了
す
る
見
込
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

全
部
署
横
断
の
中
長
期
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
新
シ
ス
テ
ム

へ
の
移
行
・
再
構
築
に
向
け
て
検
討

を
し
て
お
り
ま
す
。
本
農
協
の
備
荒

貯
金
や
営
農
貸
付
金
な
ど
の「
１
年

送
り
の
農
業
」と
呼
ば
れ
る
独
自
の

制
度
は
、
先
人
先
達
が
厳
し
い
時
代

の
中
で
築
い
て
き
た
独
自
シ
ス
テ
ム

で
あ
り
、
こ
れ
ら
の「
士
幌
イ
ズ
ム
」

を
し
っ
か
り
と
承
継
し
つ
つ
、
組
合

業
務
プ
ロ
セ
ス
の
再
構
築
、
省
人
省

力
化
に
つ
な
げ
る
効
率
化
や
労
働
生

産
性
の
向
上
な
ど
更
な
る
Ｄ
Ｘ
推
進

を
図
る
機
会
と
捉
え
て
、
将
来
に
向

け
て
組
合
員
サ
ー
ビ
ス
の
最
大
化
を

図
る
べ
く
令
和
11
年
度
の
本
格
稼
働

に
向
け
て
検
討
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
の
11
月
１
日
に
は
バ
ク
ダ
ン

低
気
圧
に
よ
る
強
風
に
よ
り
倒
木
や

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
や
農
畜
舎
な
ど
の

施
設
被
害
が
多
数
発
生
し
、
ま
た
昨

年
は
春
先
２
月
４
～
５
日
に
も
大
雪

被
害
が
あ
り
、
担
当
部
署
で
は
備
荒

貯
金
や
互
助
基
金
に
よ
る
復
旧
対
応

を
致
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
個
々
人
の〔
自
助
〕が
基
本

と
な
り
ま
す
が
、〔
自
助
〕の
み
で
は

で
き
る
対
策
に
限
界
が
見
ら
れ
る
こ

半
の
降
雨
と
気
温
が
高
く
推
移
し
た

こ
と
か
ら
比
重
が
低
く
、
ま
た
二
次

生
長
に
よ
る
奇
形
も
多
発
生
し
、
本

年
も
土
質
や
降
水
量
に
よ
る
地
帯
間

差
が
反
収
、
品
質
に
大
き
く
影
響
し

た
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

豆
類
で
は
、
金
時
類
は
小
粒
傾
向

で
着
色
不
良
や
未
熟
粒
等
が
多
く
品

質
は
低
下
し
ま
し
た
が
収
量
は
平
年

並
と
な
り
ま
し
た
。
小
豆
は
収
量
的

に
は
平
年
並
を
確
保
し
ま
し
た
が
、

徒
長
に
よ
る
倒
伏
や
葉
落
ち
が
進
ま

ず
収
穫
作
業
に
大
変
ご
苦
労
さ
れ
る

年
と
な
り
ま
し
た
。
大
豆
は
生
育
・

作
業
が
順
調
に
進
み
、
収
量
は
平
年

を
大
き
く
上
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

て
ん
菜
で
は
、
新
た
な
害
虫
に
よ

る
食
害
が
多
発
し
ま
し
た
が
、
褐
斑

病
は
早
期
・
適
期
防
除
の
徹
底
に
よ

り
蔓
延
を
防
止
し
、
収
量
は
平
年
を

上
回
り
ま
し
た
。

　

酪
農
関
係
で
は
、
全
道
の
生
乳
生

産
目
標
数
量
は
4
0
2
.
3
万
t

に
設
定
さ
れ
、
地
区
内
及
び
地
区
間

調
整
を
実
施
し
目
標
達
成
に
向
け
て

取
り
進
め
ら
れ
て
お
り
、
本
町
目
標

数
量
は
1
0
2
，
1
8
7
t
と
な

と
か
ら
協
同
・
相
互
扶
助
の〔
共
助
〕

の
精
神
に
基
づ
き
対
応
す
る
場
面
も

あ
り
ま
す
し
、
更
に
は
将
来
発
生
す

る
か
も
し
れ
な
い
災
害
の
様
な
リ
ス

ク
に
備
え
る
た
め
の
投
資
な
ど
、
時

を
超
え
て
つ
な
が
る
未
来
の
担
い
手

の
た
め
に
備
え
る
こ
と
も
重
要
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
激
動
す
る
社
会
・

経
済
情
勢
に
即
応
す
る
た
め
に
は
制
度
・

政
策
的
な〔
公
助
〕と
言
わ
れ
る
支
え

が
必
要
と
な
る
場
面
も
多
く
想
定
さ
れ
、

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
を
通
じ
て
我
々
農
民

の
声
を
国
政
に
つ
な
げ
る
取
り
組
み

も
今
後
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

次
期
第
13
次
中
期
計
画
の
策
定
に

あ
た
っ
て
は
、
組
合
創
立
１
０
０
年
、

更
に
は
そ
の
先
に
つ
な
が
る
も
の
と

な
る
様
、
組
合
員
・
女
性
部
・
青
年

部
の
ご
意
見
を
し
っ
か
り
と
踏
ま
え
、

こ
れ
か
ら
も
夢
あ
る
理
想
郷
の
具
現

化
に
向
け
て
新
た
な
農
業
・
農
村
を

切
り
拓
く
た
め
に
研
究
創
意
に
よ
っ

て
新
た
な
時
代
の
そ
の
先
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
続
け
る
歩
み
を
進
め
て
参
る

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
今
後
と

も
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
様
、
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
今
年
も
組
合
員
と
ご
家

族
皆
々
様
の
ご
多
幸
を
願
い
な
が
ら
、

合
わ
せ
て
皆
様
の
努
力
が
報
わ
れ
る

一
年
に
な
り
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申

し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
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新
春
の
候
、
組
合
員
の
皆
様
を

は
じ
め
、
女
性
部
、
青
年
部
、
ご

家
族
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と

と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
2
0
2
5
大
阪
・
関
西

万
博
が
盛
大
に
開
幕
し
、
多
く
の
国
・

地
域
・
国
際
機
関
が
参
加
す
る
中
、

日
本
国
内
の
み
な
ら
ず
国
際
交
流

や
文
化
・
技
術
の
展
示
、
未
来
社

会
の
あ
り
方
を
示
す
場
と
し
て
大

き
な
注
目
を
集
め
ま
し
た
。
ま
た
、

高
市
早
苗
氏
が
第
1
0
4
代
内
閣

総
理
大
臣
に
選
出
さ
れ
、
憲
政
史

上
初
の
女
性
首
相
が
誕
生
し
、
若

い
世
代
を
中
心
に「
新
た
な
期
待
」

を
寄
せ
る
声
も
多
く
、
政
治
や
社

会
の「
当
た
り
前
」を
変
え
る
歴
史

的
な
瞬
間
と
い
う
見
方
も
あ
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
令
和
7
年
は
日
本
各

鈴
し
ょ
、
金
時
類
で
製
品
歩
留
ま

り
や
品
質
に
影
響
が
出
ま
し
た
が
、

ど
の
作
物
も
収
量
は
平
年
並
み
か

ら
上
回
る
結
果
と
な
り
、
生
乳
も

目
標
数
量
を
上
回
り
順
調
に
推
移

し
て
お
り
ま
す
。

　

消
費
者
の
皆
様
に
は
米
の
価
格

高
騰
や
備
蓄
米
の
放
出
に
よ
る
影
響
、

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

よ
る
鶏
卵
価
格
へ
の
影
響
な
ど
、

大
変
ご
心
配
を
お
か
け
い
た
し
ま

し
た
。
ホ
ク
レ
ン
で
は
、
昨
年
5

月
か
ら
6
月
に
か
け
て
旭
川
市
で

開
催
さ
れ
た「
全
国
菓
子
大
博
覧
会
」

に
て
北
海
道
産
農
畜
産
物
の
菓
子

原
料
と
し
て
の
魅
力
発
信
に
努
め

ま
し
た
。
北
海
道
産
味
付
け
肉「
北

海
道
焼
肉
シ
リ
ー
ズ
」や
パ
ー
ル

ラ
イ
ス
商
品
の
ミ
ー
ル
キ
ッ
ト
の

ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
拡
充
な
ど
、
消
費

者
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
商
品
の
販

売
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
他
各
品
目
に
お
い
て
も
、
引

き
続
き
販
売
拡
大
や
ブ
ラ
ン
ド
力

向
上
に
取
り
組
み
を
続
け
、
さ
ら

に
牛
乳
・
乳
製
品
に
つ
い
て
も
年

末
か
ら
不
需
要
期
を
迎
え
て
い
る

こ
と
か
ら
、
ミ
ル
ク
ラ
ン
ド
北
海

地
で
多
様
な
災
害
リ
ス
ク
が
改
め

て
浮
き
彫
り
と
な
り
ま
し
た
。
十

勝
で
は
2
月
に
少
雪
か
ら
一
転
し

て
記
録
的
な
大
雪
に
見
舞
わ
れ
、

9
月
に
は
十
勝
・
釧
路
地
方
で
北

海
道
と
し
て
初
め
て
線
状
降
水
帯

発
生
情
報
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
11
月
の
爆
弾
低
気
圧
で
は

暴
風
に
よ
り
各
種
施
設
や
交
通
機

関
等
に
大
き
な
影
響
が
生
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
全
国
的
に
見
て
も
異
常
気

象
や
地
震
、
火
災
な
ど
様
々
な
災

害
リ
ス
ク
が
顕
在
化
し
た
一
年
で

し
た
が
、
中
で
も
特
徴
的
だ
っ
た

の
は
秋
に
山
の
木
の
実
が
不
作
と

な
っ
た
影
響
に
よ
り
ク
マ
の
出
没

が
相
次
ぎ
、
人
身
被
害
は
過
去
最

悪
の
ペ
ー
ス
で
増
加
し
た
こ
と
で
す
。

明
る
い
話
題
が
あ
っ
た
一
方
で
、「
自

然
災
害
へ
の
備
え
」や「
防
災
・
減
災
」

道
を
中
心
と
し
て
消
費
拡
大
運
動

に
よ
り
一
層
力
を
入
れ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ホ
ク
レ
ン
全
体
で
は
、
令
和
7

年
度
よ
り
第
15
次
中
期
計
画
が
ス

タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。
海
外
へ

の
輸
出
を
含
め
た
新
た
な
市
場
開

拓
に
よ
る
販
売
戦
略
の
強
化
、
国

産
飼
料
お
よ
び
肥
料
の
推
進
、
ス

マ
ー
ト
農
業
や
D
X
な
ど
新
技

術
を
活
用
し
た
生
産
基
盤
の
維
持

強
化
な
ど
、
北
海
道
農
業
を
支
え
、

そ
の
発
展
に
向
け
て
販
売
・
購
買
・

営
農
支
援
の
三
位
一
体
に
よ
る
総

合
力
を
発
揮
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

依
然
と
し
て
続
く
国
際
情
勢
の

不
安
定
化
や
生
産
コ
ス
ト
の
高
止

ま
り
、
昨
年
4
月
に
は
食
料
・
農
業
・

農
村
基
本
法
の
改
正
に
よ
り
日
本

の
農
政
が
大
き
な
転
換
期
を
迎
え

る
な
ど
、
農
業
を
取
り
巻
く
課
題

は
山
積
し
て
お
り
ま
す
が
、
本
年

に
お
い
て
も
様
々
な
環
境
変
化
に

対
応
し
て
い
く
た
め
、
互
い
に
助

け
合
う
協
同
の
精
神
を
持
つ
J
A

グ
ル
ー
プ
北
海
道
へ
の
結
集
を
強

化
し
、
持
続
可
能
な
北
海
道
農
業

の
実
現
に
向
け
て
貢
献
す
べ
く
、

の
重
要
性
、
そ
し
て
社
会
基
盤
の

脆
弱
さ
を
改
め
て
認
識
さ
せ
ら
れ

る
一
年
で
あ
っ
た
と
言
え
ま
す
。

　

昨
年
の
北
海
道
農
業
の
作
況
を

振
り
返
り
ま
す
と
、
全
道
的
に
夏

場
の
高
温
と
干
ば
つ
の
影
響
に
よ

り
一
部
農
産
物
の
作
況
に
影
響
が

出
て
お
り
、
特
に
玉
ね
ぎ
で
は
例

年
よ
り
小
玉
傾
向
と
な
り
収
穫
量

が
大
き
く
減
少
い
た
し
ま
し
た
。

米
は
猛
暑
に
よ
る
品
質
へ
の
影
響

が
懸
念
さ
れ
ま
し
た
が
、
品
質
・

食
味
と
も
に
良
好
な
生
産
が
で
き

ま
し
た
。
生
乳
も
高
温
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
生
産
者
皆
様
の
暑
熱

対
策
や
夜
温
が
25
℃
以
下
の
日
が

多
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
大
き
な

生
産
量
の
減
少
に
は
至
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
士
幌
町
に
お
い
て
も
高
温
・

干
ば
つ
の
影
響
に
よ
り
小
麦
や
馬

行
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
度
の
参
議
院
議
員

通
常
選
挙
に
お
い
て
、
J
A
グ
ル
ー

プ
組
織
内
候
補
の
東
野
秀
樹
氏
に

多
大
な
る
ご
支
援
を
賜
り
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
農

業
・
J
A
を
取
り
巻
く
厳
し
い
状

況
下
に
お
い
て
、
J
A
グ
ル
ー
プ

の
政
策
提
言
を
実
現
し
、
組
合
員

皆
様
の
営
農
と
生
活
を
守
る
た
め
、

東
野
氏
に
は
農
民
の
代
表
と
し
て

今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
期
待

し
て
お
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら

ぬ
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
本
年
も
組
合
員
皆
様
と
ご

家
族
が
ご
健
勝
で
穏
や
か
に
営
農

と
生
活
が
で
き
ま
す
よ
う
、
ま
た

豊
穣
の
出
来
秋
を
心
よ
り
祈
念
し
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

青
年
部

部

長

香
川
　
勇
人

副

部

長

山
内
　
良
介

書

記

長

足
立
　
智
洋

理

事

会

長

樋
口
　
直
人

理

事

後
藤
　
広
樹

〃

清
水
　
　
覚

〃

三
島
　
寛
久

〃

井
上
　
諒
哉

〃

永
森
　
栄
樹

〃

鈴
木
　
響
介

〃

富
澤
　
亮
太

〃

鈴
木
　
友
也

監

事

藤
内
　
智
也

参

事

髙
橋

　
弘
行

〃

川
　
恵
介

内
部
監
査
室
長

平
林

　
路
博

管

理

部

長

中
薮

　
康
広

信

用

部

長

山
﨑

　
崇
之

購

買

部

長

富
田

　
房
芳

農

工

部

長

尾
関
　
博
幸

農

産

部

長

仲
野
　
貴
之

畜

産

部

長

吉
川
　
晴
美

畜
産
専
門
委
員
会

委

員

長

伊
賀

　
和
弘

副

委

員

長

宇
佐
見
庸
夫

委

員

沓
澤

　
直
也

〃

桑
原

　
寛
晃

〃

竹
腰

　
一
淳

〃

鎌
田

　
佳
尚

〃

奥
秋

　
和
博

〃

市
田

　
卓
志

〃

堀
田

　
浩
司

女
性
部

部

長

藤
田

　
由
里

副

部

長

赤
間

　
洋
子

〃

塩
谷

　
真
美

書

記

川
村

　
祐
佳

会

計

比
内
き
く
よ

監

事

力
石

　
　
香

〃

佐
藤

　
知
美

新
年
の
ご
挨
拶

会
長
理
事
　
篠　

原　

末　

治

士
幌
町
農
業
協
同
組
合
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utopiautopia
新
年
の
ご
挨
拶

農
協
運
営
協
力
委
員
長
会
会
長
　
赤　

間　

博　

之

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

輝
か
し
い
令
和
8
年
の
新
春
を
、
組
合
員
並
び
に
農
協
役
職
員
の
皆

様
が
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
穏
や
か
に
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
、
心
よ

り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
よ
り
地
区
農
協
運
営
協
力
委
員
会
の
活
動
に
対
し
、
格
別
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
穏
や
か
な
天
候
の
も
と
新
年
を
迎
え
、

巳
年
に
ふ
さ
わ
し
く
実
り
多
き
一
年
へ
の
期
待
が
高
ま
る
ス
タ
ー
ト
と

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
2
月
に
は
交
通
網
が
麻
痺
す
る
ほ
ど
の
大
雪

に
見
舞
わ
れ
、
春
作
業
の
際
に
は
曇
天
・
低
温
・
長
雨
が
続
い
た
こ
と

か
ら
、
畑
が
乾
か
ず
蒔
き
付
け
作
業
も
思
う
よ
う
に
進
ま
な
い
な
ど
、

大
変
ご
苦
労
の
多
い
春
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
天
候
も
回
復
し
、
農
作
物
の
生
育
は
順
調
に
推
移
し
ま
し

た
が
、
6
月
以
降
の
高
温
と
干
ば
つ
に
よ
り
小
麦
の
収
穫
時
期
が
早
ま

る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
馬
鈴
し
ょ
で
は
着
粒
数
の
減
少
、

豆
類
で
は
生
育
む
ら
、
て
ん
菜
で
は
道
内
で
前
例
の
な
い
虫
害
の
発
生

な
ど
、
本
年
も
各
作
目
に
お
い
て
天
候
の
影
響
が
み
ら
れ
た
一
年
で
あ

っ
た
と
存
じ
ま
す
。

　

酪
農
関
係
で
は
乳
価
改
定
が
実
施
さ
れ
、
肉
牛
関
係
で
は
安
定
的
に

流
通
し
て
お
り
ま
す
が
、
依
然
と
し
て
輸
入
飼
料
価
格
の
高
騰
な
ど
に

よ
り
、
生
産
費
の
上
昇
や
生
活
物
価
高
騰
が
重
く
の
し
か
か
り
、
農
業

全
般
に
お
い
て
厳
し
い
状
況
が
続
き
ま
し
た
。
加
え
て
11
月
に
は
爆
弾

低
気
圧
に
伴
う
施
設
倒
壊
も
発
生
し
、
被
害
に
遭
わ
れ
た
皆
様
に
は
心

よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
一
段
と
厳
し
さ
を
増
し
、
対
応
の
難
し
さ

を
実
感
す
る
一
年
と
な
り
ま
し
た
が
、
新
た
に
発
足
し
た
高
市
政
権
の

も
と
で
農
業
政
策
の
強
化
や
地
域
産
業
の
振
興
が
進
む
こ
と
を
期
待
し
、

本
年
も
安
心
・
安
全
で
良
質
な
農
産
物
の
生
産
に
努
め
て
ま
い
り
た
い

と
存
じ
ま
す
。

　

今
後
も
各
地
区
農
協
運
営
協
力
委
員
会
は
地
域
に
寄
り
添
い
、
組
合
員
・

女
性
部
・
青
年
部
・
役
員
・
職
員
の
皆
様
と
の
連
携
を
一
層
強
化
し
、

農
協
全
利
用
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
ご
協
力
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
、
そ
し
て
実
り
豊
か
な
一
年
と

な
り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶

女
性
部
部
長
　
藤　

田　

由　

里

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
ご
家
族
お
揃
い
で
華
や
か
な
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、

心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
日
頃
よ
り
女
性
部
活
動
に
対
し
格
別
な
ご
理
解
と
温
か
い
ご
協
力
を
賜
り
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
度
は
本
部
役
員
が
９
人
か
ら
７
人
体
制
と
な
り
、
３
月
の
総
会
後
、
不
安
で
い

っ
ぱ
い
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
が
、
研
修
や
地
域
交
流
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
役
員
一
同
、
心

を
一
つ
に
し
て
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
皆
様
の
ご
支
援
と

ご
協
力
の
賜
物
と
、
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
部
員
数
の
減
少
と
い
う
厳
し
い
現
実
に
直
面
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の

女
性
部
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
委
員
会
で
約
２
年
半
も
の
間
、
今
後
の
組
織
体
制
に

つ
い
て
議
論
を
重
ね
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
昨
年
11
月
に
は
部
員
の
皆
様
に
お
集
ま
り

い
た
だ
き
、
令
和
９
年
度
か
ら
の
新
体
制
に
つ
い
て
ご
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と

こ
ろ
で
す
。

　

私
た
ち
役
員
一
同
は
、
今
後
の
女
性
部
活
動
が
円
滑
に
運
営
し
て
い
け
る
よ
う
一
層

力
を
尽
く
し
、
今
後
と
も
皆
様
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
持
続
可
能
な
女
性

部
を
目
指
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

変
化
の
多
い
時
代
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
女
性
な
ら
で
は
の
視
点
や
柔
軟
な
発
想
を

活
か
し
、
組
合
員
の
皆
様
や
地
域
社
会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、
部
員
一
同
、
邁
進
し
て

参
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
今
後
と
も
女
性
部
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、

本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
実
り
多
き
素
晴
し
い
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
ご
健
康

と
ご
多
幸
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶

青
年
部
部
長
　
香　

川　

勇　

人

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
新
年
を
ご
健
勝
に
迎
え

ら
れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
青
年
部
活
動
に
対
し
て
多
大
な
る
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は「
令
和
の
米
騒
動
」と
も
言
わ
れ
る
米
の
品
薄
や
価
格
高
騰
が
社
会
問
題
と
な
り
、
食
料
自
給

率
の
低
い
我
が
国
に
と
っ
て
、
食
料
の
安
定
供
給
と
食
料
安
全
保
障
の
重
要
性
が
改
め
て
強
く
認
識
さ

れ
る
一
年
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
食
料
の
み
な
ら
ず
、
農
業
・
農
村
が
支
え
る
生
産
基
盤
の
重
要
性

に
つ
い
て
も
、
国
民
的
な
関
心
が
高
ま
っ
た
年
で
あ
っ
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
昨
年
4
月
に
は
新
た
な「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
」が
策
定
さ
れ
、
農

業
構
造
転
換
集
中
対
策
期
間
と
し
て
、
共
同
利
用
施
設
の
再
編
・
整
備
や
鳥
獣
被
害
対
策
を
は
じ
め
、

生
産
基
盤
の
強
化
に
向
け
た
施
策
が
重
点
的
に
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
直
接
支
払
交
付
金
の

見
直
し
に
加
え
、
生
産
性
向
上
へ
の
新
た
な
支
援
策
も
講
じ
ら
れ
、
持
続
可
能
な
農
業
の
確
立
に
向
け

た
取
組
が
本
格
化
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
世
間
の
関
心
も
高
ま
っ
て
い
る
中
で
、
我
々
青
年
部
は
食
の
大
切
さ
に
つ
い
て
国
民
に

伝
え
、
一
層
理
解
と
共
感
を
広
げ
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
本
年
度
も
食
農
教
育
に
注
力
し
て
取
り
組
ん

で
参
り
ま
し
た
。

　

例
年
実
施
し
て
い
る
士
幌
小
学
校
３
年
生
を
対
象
と
し
た
食
育
活
動
で
は
、
本
町
の
基
幹
作
物
で
あ

る
馬
鈴
し
ょ
の
植
え
付
け
体
験
に
始
ま
り
、
夏
の
生
育
観
察
を
経
て
秋
に
は
収
穫
体
験
と
そ
の
場
で
の

試
食
会
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
冬
に
は
畜
産
部
員
が
小
学
校
へ
出
向
い
て
出
前
授
業
や
乳
製

品
の
配
布
を
行
い
、
子
供
た
ち
に
農
業
の
魅
力
や
楽
し
さ
、
農
畜
産
物
の
美
味
し
さ
を
伝
え
る
活
動
を

し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
し
ほ
ろ
収
穫
祭
に
も
出
店
し
、
青
年
部
員
の
畑
で
収
穫
さ
れ
た
農
産
物
を
ふ
ん
だ
ん
に
用

い
た「
も
つ
煮
込
み
」の
販
売
を
通
じ
て
、
町
内
外
の
人
た
ち
に
広
く
生
産
物
の
P
R
を
行
い
ま
し
た
。

　

我
々
農
業
者
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
諸
先
輩
方
か

ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
情
熱
や
信
念
を
重
ん
じ
、
青
年
部
活
動
に
励
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
組
合
員
並
び
に
ご
家
族
の
皆
様
、
各
関
係
機
関
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
今
年
一
年
が
ご
健

勝
で
豊
穣
の
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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utopiautopia

　本年の農協貯金の窓口業務は１月
５日（月）から仕事始めとなります。
　何卒宜しくお願い申し上げます。
　今年も貯金課では、ご来所いただ
いた方に福を呼ぶ「福鈴」を差し上げ
ます。数に限りがあり、無くなり次
第終了致しますのでご了承下さい。

　「福鈴」は、根付鈴、宝来鈴
とも呼ばれ、江戸時代元禄期ご
ろより印籠、巾着、提物等の緒
の根元につけ、粋なアクセサリー
として愛用されました。また御
身を守る、お宝を呼ぶという縁
起物で、小さな鈴の音が大きな
福を呼びそうです。

はじめが肝心はじめが肝心 初貯金初貯金

今年の干支、「午年」生まれの
組合員を紹介します。

※ご本人の希望により掲載されていない方もおられますので、申し添えます。

と し お と こ と し お ん な

昭和昭和55年生まれ年生まれ

昭和昭和4141年年
生まれ生まれ

昭和昭和2929年生まれ年生まれ

昭和昭和1717年生まれ年生まれ

加納　三司

太田　東洋晴

波多野　弘幸

安村　艶子

小椋　　卓

竹迫　真樹

鈴木　　亙 髙橋　康宏

亀村　敏雄

山本　孝司

御子柴　昌則

岡田　祥一

増田　秀則

熊谷　賢一 中田　義弘

鈴木　洋一

中島　邦康

堀部　修

山下　博司

森本　耕二

兼山　栄治 山岸　利明

富田　忠雄

平成平成22年生まれ年生まれ

服部　大暉 加藤　崇志

成瀬　雄大

永長　　理

渡邊　覚士

森本　絢哉

昭和昭和5353年生まれ年生まれ

長田　直弘 佐藤　和央

浅野　大輔 星屋　和正

高橋　広樹 髙橋　裕幸堀江　英嘉

久保田　裕一

藤井　　清

藤田　次郎
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utopiautopia
令
和
８
年
の
年
頭
に
あ
た
り

　
　
　
　
　
　
北
海
道
農
業
協
同
組
合
中
央
会

代
表
理
事
会
長
　
樽　

井　
　
　

功

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

組
合
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
々
営
農
に
更
に
邁
進

さ
れ
て
お
ら
れ
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
組
合
員
・
役
職
員
の
皆
様
が
一
丸
と
な
り
地
域
農
業
の

振
興
や
地
域
社
会
の
発
展
に
向
け
、
日
頃
よ
り
多
大
な
ご
尽
力
を

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
ま
し
て
、
改
め
て
敬
意
と
感
謝
を
申
し

上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
の
北
海
道
農
業
に
つ
い
て
は
、
春
先
か
ら
天
候
に
恵
ま
れ
、

各
作
物
の
生
育
は
全
般
的
に
平
年
よ
り
も
順
調
に
推
移
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
道
内
の
広
範
囲
に
お
い
て
被
害
が
発
生
し
た
夏
場
の

記
録
的
な
豪
雨
や
干
ば
つ
に
よ
り
各
作
物
等
の
収
量
お
よ
び
品
質

に
影
響
が
出
た
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

近
年
、
気
候
変
動
等
に
よ
る
自
然
災
害
の
多
発
や
栽
培
適
地
の

変
化
、
円
安
基
調
の
継
続
や
国
際
紛
争
等
に
起
因
す
る
資
材
価
格

の
高
止
ま
り
が
農
業
経
営
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
お
り
、
農
業
・

農
村
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
な
変
革
期
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
様
な
状
況
の
中
、
昨
年
７
月
に
実
施
さ
れ
た
参
議
院
議
員

選
挙
に
お
い
て
、
組
合
員
・
Ｊ
Ａ
役
職
員
を
は
じ
め
と
す
る
多
く

の
皆
様
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
全
国
農
業
者
農
政
運
動
組
織
連

盟
が
推
薦
し
た
東
野
ひ
で
き
氏
を
国
政
に
送
り
出
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

こ
の
一
歩
を
重
要
な
礎
と
し
、
改
正
基
本
法
に
よ
り
基
本
理
念

と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
た
、
国
民
一
人
一
人
の
食
料
安
全
保
障
の

確
保
や
環
境
と
調
和
の
と
れ
た
食
料
シ
ス
テ
ム
の
実
現
、
持
続
可

能
な
北
海
道
農
業
の
確
立
に
向
け
て
、
組
合
員
・
Ｊ
Ａ
の
声
を
国

政
に
届
け
る
活
動
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
は
、
今
後
と
も
組
合
員
と
の
対
話
活
動

を
一
層
強
化
し
、
協
同
組
合
の
理
念
と
精
神
を
組
織
結
集
力
に
つ

な
げ
、
組
合
員
の
皆
様
が
夢
と
希
望
を
持
っ
て
営
農
と
生
活
が
続

け
ら
れ
る
環
境
を
整
え
、「
力
強
い
農
業
」と「
豊
か
な
魅
力
あ
る
地

域
社
会
」の
実
現
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
本
年
は
午
年
で
す
。
午
年
は
エ
ネ
ル
ギ

ー
と
行
動
力
が
高
ま
り
、
挑
戦
や
成
長
の
機
会
が
得
ら
れ
る
年
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
謂
わ
れ
に
あ
や
か
り
、
本
年
が
北
海
道
農

業
の
更
な
る
飛
躍
の
年
と
な
る
こ
と
と
、
皆
様
の
ご
多
幸
と
ご
健

勝
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
士
幌
町
女
性
部（
藤
田
由
里
部
長
）で
は
12
月
３
日（
水
）、
士
幌
町
総
合
研
修

セ
ン
タ
ー
に
て
お
楽
し
み
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
本
行
事
は
士
幌
町
社
会
福
祉
協
議

会
主
催
の
も
と
町
内
４
団
体
で
行
わ
れ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
一
環
で
、
女

性
部
で
は
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
企
画
し
、
町
内
に
住
ま
わ
れ
て
い
る
一
人
世
帯
の

お
年
寄
り
や
ご
高
齢
の
夫
婦
を
対
象
に
約
50
名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
、
士
幌
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
佐
藤
弘
夫
会
長
、
Ｊ
Ａ
女
性
部
の

藤
田
部
長
よ
り
挨

拶
が
あ
り
、
社
会

福
祉
協
議
会
の
塚

田
氏
よ
り
各
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

内
容
に
つ
い
て
説

明
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
参
加
者
は

４
種
類
の
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
時

に
は
真
剣
な
面
持

ち
で
楽
し
ん
で
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

昼
食
を
お
持
ち

帰
り
い
た
だ
き
お

楽
し
み
会
は
終
了

と
な
り
ま
し
た
が
、

帰
路
に
つ
く
際
に

も
絶
え
ず
ご
歓
談

さ
れ
る
声
が
聞
こ
え
、

楽
し
い
ひ
と
と
き

を
一
緒
に
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で

�

お
楽
し
み
会
を
開
催

狙ってねらって

何段まで積めるかな

まずはやってみよう

だれが一番釣れるかな？

　
Ｊ
Ａ
士
幌
町
女
性
部
フ
レ
ッ
シ
ュ

ミ
ズ
部
会（
藤
井
由
梨
会
長
）は
、
11

月
18
日（
火
）に
帯
広
市
内
の
北
海
道

ホ
テ
ル
で「
冬
期
研
修
会
」を
開
催
し
、

部
員
20
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
年
の
研
修
会
で
は
、N

atural 
arom

a life 

の
本
間
知
恵
子
さ
ん
を

講
師
に
招
き
、
人
気
の「
ハ
ー
バ
リ

ウ
ム
づ
く
り
」に
挑
戦
し
ま
し
た
。

会
場
に
は
色
と
り
ど
り
の
花
な
ど
が

並
び
、
参
加
者
は
自
分
の
イ
メ
ー
ジ

に
合
わ
せ
て
素
材
を
選
び
な
が
ら
、

世
界
に
一
つ
だ
け
の
作
品
づ
く
り
を

楽
し
み
ま
し
た
。
時
折
、
講
師
に
ア

ド
バ
イ
ス
を
求
め
た
り
、
部
員
同
士

で
ア
イ
デ
ィ
ア
を
交
換
し
た
り
と
、

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
作
業
が
進
み
、

笑
顔
と
会
話
が
自
然
に
広
が
り
ま
し
た
。

　
講
習
会
後
は
、
同
ホ
テ
ル
の
ラ
ン

チ
を
囲
み
、
テ
ー
ブ
ル
ご
と
に
話
が

弾
む
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
時
間
と

な
り「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
た
」な
ど

の
声
も
聞
か
れ
、
充
実
し
た
一
日
と

な
り
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
女
性
部
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
部
会

�

冬
期
研
修
会作品とともに

イメージ通りになるかな？

アドバイスをいただきながら
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J
A
士
幌
町
青
年
部（
香
川
勇
人
部
長
）で
は
、
12
月
4
日（
木
）か
ら
5
日（
金
）

に
か
け
て
、
札
幌
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
に
て
開
催
さ
れ
た
第
74
回
全
道
J
A
青
年
部

大
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
全
道
か
ら
約
8
0
0
名
の
盟
友
が
参
加
し
、
各
地
区
よ
り
選
出
さ
れ

た
6
単
組
に
よ
る
全
道
J
A
青
年
の
主
張
大
会
お
よ
び
全
道
J
A
青
年
部
活
動

実
績
発
表
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
の
懇
親
会
で
は
各
地
区
対
抗
の
ア
ー

ム
レ
ス
リ
ン
グ
大
会
が
開
催
さ
れ
、
当
J
A
青
年
部
か
ら
出
場
し
た
鈴
木
友
也

理
事
は
惜
し
く
も
初
戦
敗
退
と
な
り
ま
し
た
が
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
を

見
せ
ま
し
た
。

　
2
日
目
に
は
、「
動
画
で
発
信
！
農
の
魅
力
」コ
ン
テ
ス
ト
の
上
位
作
品
が
上
映

さ
れ
た
ほ
か
、「
ギ
ャ
ル
式
ブ
レ
ス
ト
×
農
業
」と
題
し
、
合
同
会
社
C
G
O
ド
ッ

ト
コ
ム
代
表
の
総
長
バ
ブ
リ
ー
氏
に
よ
る
基
調
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後

の
大
会
宣
言
で
は
、
自
助
・
共
助
・
公
助
を
軸
に
、
青
年
部
活
動
を
通
じ
て
未
来

へ
と
つ
な
が
る
豊
か
な
食
を
提
供
し
続
け
て
い
く
こ
と
が
誓
わ
れ
ま
し
た
。

第
74
回

�

全
道
Ｊ
Ａ
青
年
部
大
会
に
参
加

　
J
A
士
幌
町
青
年
部（
香
川
勇
人
部
長
）で
は
、

11
月
25
日（
火
）に
ホ
テ
ル
日
航
ノ
ー
ス
ラ
ン
ド

帯
広
で
開
催
さ
れ
た
第
50
回
J
A
十
勝
青
年
部

大
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

管
内
23
単
組
か
ら
約
4
0
0
名
の
盟
友
が
一

堂
に
会
す
る
中
、
5
単
組
代
表
に
よ
る
十
勝
地

区
J
A
青
年
の
主
張
大
会
が
行
わ
れ
た
後
、
㈱

レ
バ
ン
ガ
北
海
道 

代
表
取
締
役
社
長
で
あ
る
折

茂
武
彦
氏
に
よ
る
基
調
講
演
が
実
施
さ
れ
、
参

加
者
は
挑
戦
す
る
姿
勢
の
重
要
性
に
つ
い
て
学

び
を
得
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
大
会
で
は
地
域
農
業
が
果
た
す
役

割
に
対
す
る
消
費
者
理
解
の
促
進
を
目
的
と
し
て
、

農
業
青
年
と
消
費
者
が
共
感
し
や
す
く
P
R
活

動
に
も
活
用
で
き
る
動
画
制
作
を
目
指
す「
動
画

で
発
信
！
農
の
魅
力
」コ
ン
テ
ス
ト
が
開
催
さ
れ
、

各
単
組
そ
れ
ぞ
れ
創
造
性
が
あ
ふ
れ
る
作
品
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
懇
親
会
で
は
、
第
50
回
と
い
う
節
目

を
記
念
し
、
各
単
組
が
農
畜
産
物
を
紹
介
す
る

P
R
ブ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
、
当
青
年
部
で
は「
生

産
者
還
元
用
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
」を
提
供
し
好
評

を
得
ら
れ
た
ほ
か
、
恒
例
の
単
組
対
抗
ア
ー
ム

レ
ス
リ
ン
グ
大
会
で
は
当
青
年
部
の
鈴
木
友
也

理
事
が
見
事
優
勝
し
、
全
道
大
会
へ
の
出
場
権

を
獲
得
す
る
な
ど
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

盟
友
と
の
繋
が
り

第
50
回
Ｊ
Ａ
十
勝
青
年
部
大
会
に
参
加

女性農業者の皆さんへ
農業者年金ご存知ですか？

※農業者年金に加入できる方の要件は以下の通りです。

・年間 日以上農業に従事している方で、
・国民年金第１号被保険者（ 歳未満）又は、

国民年金の任意加入者（ 歳以上 歳未満）
※詳しくは組合員相談課まで(TEL：５-５７０５)

農業者年金は「終身年金」ですので、

女性の長い老後をしっかりサポートします。
家族経営協定を結べば

保険料の国庫補助も受けられます。
女性の農業経営への参画をしっかり応援します！
保険料が全額社会保険料控除の対象で、

高い節税効果！

検検索索詳しくは…

hhttttppss::////wwwwww..nnoouunneenn..ggoo..jjpp

農業者年金基金

年末年始の牛乳・乳製品の
消費拡大について

　当ＪＡでは、年末年始に向けて、お子さま（平成19年４月２日
以降生まれ）がいるご家庭を対象によつ葉乳製品のクーポン券（１
商品100円分×４枚）を配布致しました。Ａコープ士幌店 ASPO
及び各事業所で令和８年１月31日まで利用できますので、牛乳を
飲んで乳製品を食べて冬の寒さを乗り切って頂きたいと思います。

Ａコープ士幌店ASPO初売りで
よつ葉乳製品の特価販売を実施

　Ａコープ士幌店 ASPO の初売りとなる１月２・３日には、
士幌町酪農振興協議会（宇佐見庸夫会長）の協力により、よつ葉
乳製品の詰め合わせセットの特価販売を実施致します。ご購入
されたお客様にはよつ葉グッズの景
品がプレゼントされます。２日間で
100セットの限定販売となりますが、
この機会にぜひご購入をお願い致
します。

よつ葉のセット商品（後列）と景品の一部
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3月21日 ~4月19日

牡羊座牡羊座

今月のあなたの運勢

4月20日 ~5月20日 5月21日 ~6月21日 6月22日 ~7月22日

牡牛座牡牛座 双子座双子座 蟹　座蟹　座

7月23日 ~8月22日

11月23日 ~12月21日

獅子座獅子座

射手座射手座

8月23日 ~9月22日

12月22日 ~1月19日

9月23日 ~10月23日

1月20日 ~2月18日

10月24日 ~11月22日

2月19日 ~3月20日

乙女座乙女座

山羊座山羊座

天秤座天秤座

水瓶座水瓶座

蠍　座蠍　座

魚　座魚　座

応募方法

12月号の正解/ボタンナベ

当 選 者 発 表

●
●
●
●
●

●
●
●
●
●

さん
さん
さん
さん
さん

さん
さん
さん
さん
さん

河村セツ子
本田　柚希
島　　彩乃
篠原　智子
中村　有吾

東村　春子
篠原　帆高
吉田　市恵
清水　道子
村中　優佳

12月号掲載問題の応募者は77名で77名が正解で
した。厳正なる抽選の結果、次の方が当選しまし
た。当選者には、組合員相談課にてプレゼントを
お渡し致します。

おめでとうございます

■別紙の応募用紙にお答え・お名前・ご住所・お電話番号を記入して下さい。
■�応募は、アスポサービスカウンター・各事業所・組合員相談課にある応募箱へ投函して下さい。
■お一人さま一口のご応募を有効とさせていただきます。
■正解者の中から抽選で10名様に、すてきなプレゼントをご用意しております。
■�プレゼントは、組合員相談課でお渡し致します。
■当選者は、次号にて掲載致します。

二重マスの文字を、A〜Eの順に並べてできる
言葉はなんでしょうか ?

CROSSWORD PUZZLE

応募締切り

１月16日
（金）

タ
テ
の
カ
ギ

ヨ
コ
の
カ
ギ

クロスワードパズル

あ た ま の た い そ う

応募方法

	２	メレンゲを作るときに使う道具
	６	鍋料理の締めにも使う麺
	８	晴れかなあ、雨かなあ
	９	牛、豚、鶏のものがよく流通していま

す
	10	令和８年の干支です
	11	歯ブラシにつけます
	15	自分の兄弟姉妹の息子
	16	ダルメシアンは――模様の犬です
	18	書初め大会で――に選ばれた
	20	受験生が空欄に書き込んでいくもの
	21	単位はアンペアです

	１	正月に食べる、モチ入り汁物といえば
	２	どら焼きに挟み込まれているもの
	３	おせち料理の定番の一品。卵が材料の

一つ
	４	交差――、及第――
	５	右手が――、という人が多数派です
	７	本を読み終えること
	10	ガラガラとのどを洗います
	12	旅立つ人の――に駅のホームまで行っ

た
	13	ワラや木やレンガの家を建てる童話が

あります
	14	漢字で書くと百足。足の多い生き物で

す
	17	椅子のこと。ロッキング――
	19	アルカリと混ぜると中和します
	20	焚くとよいかおりが広がります

今月の抽選者
井尾　喜代美さん

営業時間 7:00〜20:00

休 業 日 1月1日（木）

休 業 日 1月1日㈭、4日㈰、5日㈪

士幌給油所

●セルフ

お知らせ INFORMATION

営業時間 9:30〜19:00
（2日、3日は9:30〜17:00）
（6日は9:30〜18:00）

休 業 日 1月1日㈭、2日㈮、4日㈰、5日㈪
毎週日曜日

Ａコープ士幌店ASPO

ガソリンスタンド

営業時間 8:30〜18:00
●スタッフ

（3日は9:30〜17:00）
※3日はピット作業はお休みです。

（2日、3日は7:00〜17:00）

応 募 方 法　期間中、Aコープ士幌店で2,000円（税込）以上のお買
　　　　　　上げレシート1枚につきレジにて応募券を1枚進呈します。
　　　　　　※応募券に必要事項をご記入の上、店内設置の応募箱に入れて下さい。

応募締切日　令和８年１月６日㈫　店内応募箱に応募分迄

当 選 発 表　令和８年１月10日㈯頃に発表
　※当選者は店内にて発表させていただきます。
　※賞品はサービスカウンターにて引き渡しいたします。
　※ご応募いただいたお客様の個人情報は、Aコープ士幌店にて厳重に管理の上、
　　本キャンペーンのみに使用させて頂きます。

120120

2026 1
全体運：緊張感を持って事に当た
れば道が開けます。一つ一つ丁寧に
前へ進めていきましょう。下旬に変
化の兆しあり

健康運：疲れを感じたら無理をし
ないこと。休めば回復

幸運の食べ物：セリ

全体運：周囲の世話を焼くのは◎
ただ見返りを求めるとギクシャクし
だします。善意でできる範囲にとど
めましょう

健康運：適度な運動が体調維持の鍵。
ストレッチが吉

幸運の食べ物：セロリ

全体運：高め安定運。心配事が解
消へと向かいます。おいしいものを
食べて活力アップ ! 季節限定のメニ
ューを楽しんで

健康運：喉をよくいたわって。カ
リンや蜂蜜が味方に

幸運の食べ物：伊予カン

全体運：力になってくれる人は身
近に。相談すれば役立つ話を聞けそ
うです。旅行、外出はいつもより遠
出を。海外も◎

健康運：スポーツを楽しめる好調運。
下旬は慎重に

幸運の食べ物：ナバナ

全体運：勢いのある好調運。実力
をアピールすれば念願がかないます。
すぐには諦めず強気で。華やかな場
所にツキあり

健康運：良好です。体を動かして
パワーアップ !

幸運の食べ物：長ネギ

全体運：とてもパワフルな主役運。
周囲への影響を意識して動きましょ
う。大きな成果を得られます。出会
いを大切に

健康運：ヘッドマッサージで血行
を促進。髪のケアも◎

幸運の食べ物：芽キャベツ

全体運：気になっていることがあ
っても様子を見て。時間があなたの
味方をしてくれます。情報をよく集
めましょう

健康運：気になるところは早めに
ケアを。健診もお勧め

幸運の食べ物：レモン

全体運：壁を越えるチャンスです。
難しいと感じていることにこそ熱心
に取り組んで。良い解決策が見つか
ります

健康運：ペース配分が大切。下旬
は運動量を増やして◎

幸運の食べ物：小松菜

全体運：上昇運です。順を追うよ
うに整っていくので流れに任せて。
周囲の言葉に耳を傾けるとチャンス
をつかめます

健康運：バランスの良い食事と運
動で免疫力をアップ

幸運の食べ物：キンメダイ

全体運：ドキッとすることのある
吉凶混合運。プラス面に目を向けて。
ポジティブ思考がツキを引き寄せま
す。古物が吉

健康運：けがに気を付けて。動く
前に準備運動を

幸運の食べ物：シュンギク

全体運：コミュニケーションが活
発化。たくさんの人と会うほど幸運
に恵まれます。調べものや勉強にも
良いときです

健康運：大きく深呼吸。腹式呼吸
で酸素不足を解消して

幸運の食べ物：ユリ根

全体運：望んでいた方向へと歩み
出すことができるとき。決意を持っ
て事に当たりましょう。助けになっ
てくれる人も近くに

健康運：肩甲骨のストレッチを。
肩凝り解消にも効果あり

幸運の食べ物：ミズナ
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